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• 人流データの概要

• 人流データを活用し、暑熱下における人々の行動
の実態の把握や、地域住民の行動特性に応じた
暑熱対策導入の必要性を検討した事例を紹介。

• 記録的な猛暑が続き、熱中症等の健康被害の拡
大が懸念。

• 気候変動適応法の改正（令和5年6月1日（一部）、令和6年4

月1日全面施行）により、熱中症対策が法的に位置づ
き、対策の一つとして市町村長による暑熱避難施
設（クーリングシェルター）の指定が可能。

• いつ、どこへ、どんな対策が必要か？
• 対策導入の優先順位は？

• 地方公共団体が暑熱対策を効率的に導入する指
針となる知見が必要。
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出典）まちなかの暑さ対策について, 国土交通省 都市局 都市環境課, 令和7年1月9日資料を抜粋

暑さ対策のニーズに関するアンケート調査（国土交通省都市局）

まちづくりにおける暑熱対策のニーズは高まっている。財政や体制の課題を
解決しながら対策を導入するには、新技術等の活用が期待されている。
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人流データの関心度

Google Trendsによる直近10年間における
「人流データ」のキーワードの検索関心度の推移

• IoTやセンシング技術、AIの進化、スマートフォンの普及等により、人々の時
間的・空間的な動きが、より容易かつリアルタイムに取得・分析可能に。

• 新型コロナウイルス感染症の拡大時に、人の移動制御や混雑状況の把握を目
的に人流データが活用され、社会的にもその存在が広く認知。
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https://trends.google.co.jp/trends/ を用いて「人流データ」の検索のトレンドを調査
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人の移動や集積に関するデータ

表の出典）人流データ利活用事例集2025, 国土交通省不動産・建設経済局地理空間情報課, 令和7年3月

計測機器が人数を直接カウント
●実際の人数に近い通行量や滞留状況が把握
できる。
▲移動の軌跡はカメラやセンサーの範囲内の
み（カメラ間やセンサー間でのデータ連携が
あればより広範囲）。

スマートフォン等の端末の動きをカウント
●長時間・広い範囲の移動の軌跡が容易に得
られる。回遊状況も把握できる。
▲実際の人口に構成比等が合うように「拡大
推計」が必要。
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スマートフォン等による人流データのサービス

出典）人流データ利活用事例集2025, 国土交通省不動産・建設経済局地理空間情報課令和7年3月

近年は、緯度・経度に加えて高さ情報も含む三次元人流データの活用も進んでいる。



人流データのオープンデータ

全国市町村単位1kmメッシュの人流オープンデータ（国土交通省）

提供エリア ：全国
集計期間 ：2019年1月～2021年12月の各月
集計単位 ：(平休日)全日／平日／休日(土曜・日曜・祝日)

(時間帯)終日／昼 ／夜
• 1kmメッシュ別の滞在人口データ（monthly_mdp_mesh1km）
• 1kmメッシュ別に、いつ、何人が滞在したのかを収録したデータ
• 市区町村単位発地別の滞在人口データ（monthly_fromto_city）
• 市区町村別に、いつ、どこ（同市区町村／同都道府県／同地

方／それ以外）から何人来たのかを収録したデータ

岡崎オープンデータラボ(AIカメラ)富山市AIカメラシステム

地方公共団体が独自に公開するデータの例

岡山市（加工した民間データ）仙台市（Bluetooth）

https://toyama-
ai.com/toyama_aicamera/

https://odcs.bodik.jp/232025/
dashboard/people-flow-data/

https://data.city.sendai.jp/#se
c05

https://www.city.okayama.jp/s
hisei/0000031965.html

https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/mlit-1km-fromto
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人流データ活用に関するガイドライン

都市計画の
視点から

都市交通の
視点から

不動産活用、地理空間
情報活用の視点から

出典）地域課題解決のための人流データ利活用の手引き改訂版 v1.2,
国土交通省不動産・建設経済局情報活用推進課, 令和6年3月
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本発表では、スマートフォン等による人流データを活用し、
暑熱対策に向けた研究事例を紹介

• 品川５km圏における移動手段別人流と暑さ指数との関係を分析

「行動変化」からみる暑熱応答

「人流データに基づく人口（都市における暴露人口）」からみる
熱中症救急搬送リスク

• 住宅と道路における熱中症救急搬送リスクの検討
• 高齢者の住宅からの熱中症救急搬送と都市構造や居住者特性と

の関係を分析

（独）環境再生保全機構の環境研究総合推進費（JPMEERF20212006）により実施

JSPS科研費24K23006により実施



相関係数の結果の例（休日）

滞在歩行

0.321-.786*8 AM

0.126-0.34212 PM

-0.071-.786*1 PM

.893**-.821*2 PM

0.393-0.5366 PM

.857*-.964**8 PM

* p<0.05, ** p< 0.01

• 休日は歩行と滞在で相関があるが、平日は休日に比べて相関がない。
暑さに関わらず、平日は就業等で移動せざるを得ない。

１h毎の各交通手段別人口割合と、環境省が公開する東京の実況推定値
（確定版）の暑さ指数（WBGT）との相関関係を分析。※雨の日やお盆は除外
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「行動変化」からみる暑熱応答 –暑さと歩行者減少の関係-

2019年8月
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休日における歩行者と滞在者の暑さ指数との関係

暑さ指数が高くなると、歩行者は減り、滞在者が増加。

居住者が暑さに対して自ら適応・対応していることが人流データに
表れている。
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土地利用別の歩行者の暑さ指数との関係（休日の朝・晩）
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• 8AMと8PMで相関があった「高層建物」は、観光など休日の外出者が主に減
少した可能性。

• 8PMで相関がみられた「低層建物」は、夜間の外出だけでなく、住宅地への
帰宅者の減少が含まれることを示唆。
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土地利用別の歩行者の暑さ指数との関係（休日の日中）
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1PMと2PMでは「低層建物（密集地）」、 2PMでは「道路」で有意な相関がみら
れ、暑さ指数が高い日中は、人々が自宅から外出しなくなることを示唆。
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暑熱避難施設

暑さに
脆弱な家

木かげ

？

？

屋外歩行者

高齢者
？

人流データの傾向からみた目的や地域に応じた
暑熱対策導入の可能性（品川5km圏の場合）

• 平日は就業のため暑熱を避ける行動がとり
にくく、通勤時間帯とお昼に歩行者が多い。

就労者が最も利用しやすい歩道や時間帯を対象とし
た日よけを設置することで、暑熱対策の効果を多くの
人々が受けられる。

• 休日は暑さに応じた行動がとりやすい。

ウォーカブルという観点からは、観光客等の休日の外
出を促進するため、朝晩に暑くても歩きやすい経路や
観光地を増やすことが、まちの賑わいに貢献。

熱中症予防の観点からは、住宅で暑熱対策が不十分
な場合、クーリングシェルターの利用が期待されるが、
シェルターまでの経路や、移動を推奨する時間帯も合
わせて情報提供することも重要。
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「人流データに基づく人口」からみる熱中症搬送リスクの評価
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令和７年（５月～９月）の熱中症による
救急搬送状況、総務省

熱中症救急搬送者※の年代別搬送場所内訳の違い
（2010から2019年の6から9月の23区内, 町丁目単位）

※東京都環境科学研究所を通じて東京消防庁に熱中症救急搬送者データを提供頂いた。
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搬送場所別・年代別の搬送率（平日・23区）
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「混雑統計Ⓡ」データは，
NTTドコモが提供するア
プリケーションの利用者
より，許諾を得た上で送
信される携帯電話の位置
情報を，NTTドコモが総
体的かつ統計的に加工
を行ったデータ．位置情
報は最短５分毎に測位さ
れるGPSデータ（緯度経
度情報）であり，個人を特
定する情報は含まれない．

※「混雑統計®」©ZENRIN DataComCO., LTD.



18

まとめ

人流データを活用した都市の暑熱対策に関する研究事例を紹介した。

品川５km圏における移動手段別人流とWBGTの関係を分析
⇒休日のWBGTが高い日は人流が減る傾向にあるが、平日は、暑さに関わらず、
就業等で移動せざるを得ない可能性。

「行動変化」からみる暑熱応答

高齢者の住宅からの熱中症救急搬送と都市構造や居住者特性との関係を分析
⇒木造密集地域において、単身世帯や世帯年収の低さが増加側に、歩行者数
の多さが減少側に影響。居住者属性・地域の特性⇒複合的に影響

「人流データに基づく人口」からみる熱中症救急搬送リスク

住宅と道路における熱中症救急搬送リスクの検討
⇒居住者人口ベースではなく人流データに基づく人口（都市における暴露人
口）で熱中症搬送者率を計算すると、住宅の滞在者に比べて道路の歩行者数
は少ないため、道路の方がリスクが高い値となる。


